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なお名称であるが，労働省調査では r正社員以外の労働者で 1 週間の所定労働時間が正
社員より短い者」を「パート J C前回90年調査では rAパート J) としているが，ここでは端的
に「短時間パート」とよぶ。また r正社員以外の労働者で 1 週間の所定労働時聞が正社員
と同じか長い者」つまりいわゆる「擬似パート」を労働省調査では「その他J C前回90年調査





ではそれぞれ29.8%， 4.2%であり，合計すると女性の 3 人に 1 人がパートであった。
ξ ートは決して一時的・腰掛け的でなく，かなり長期間かつ長時間働いている。パートとし
ての通算勤続年数は「女子短時間パート」で7.2年 r女子正社員並パート」で7.9年とかなり
長い。 1 週間の労働時間も「女子短時間パート」で26.9時間 r女子正社員並パート」で39.0
時間となっており，正社員とかなり近L 、。パートでも残業はかなり多く 1 カ月のあいだに残




ト」で40.6%， r正社員並パート」で66.6%であり，それぞれ前回調査時の30.4%， 44.6% よ
り大きく増加していた (3"'5 割増〉。有期雇用の更新自体は約 8 割の者にあり，有期雇用の平





夏季ボーナスはそれぞれ 6.3万円， 14.4万円，ボーナスがないパートがそれぞれ 39.2%， 25.1 
%，年収がそれぞれ105.8万円， 168.7万円であった。女性パートが低賃金である理由の大きな
原因のひとつが，いわゆる r103 万円の壁」制度の存在であり， そのために就労調整をしてい
る者が「女子短時間パート」で37.6%， r女子正社員並パート」で10.9%もあり，関係なく働






だ理由(複数回答〉としては r自分の都合のよい時間に働きたいからJ (55.8%) , r勤務時
間・日数を短くしたいからJ (27.9%) , r家事育児の事情で正社員として働けないからJ 09.8 
%)が上位 3 つであった。平均通勤時間は「女子短時間パート」で20.0分 r女子正社員並パ
ート」で24.2分と非常に短く，やはり多くの女性短時間パートが妻役割との両立ゆえにパート
を選んでいることを伺わせた。今後の就業希望でも，パートを続けたい者が「女子短時間パー





たし、女性はわずか 1""'2%でしかなく r女子短時間パート」で83.3%， r女子正社員並パー
ト」で77.9%が契約更新を望んでおり，腰掛けや趣味気分で働いているのではないのである。
女性がパートを選んだ理由も「正社員として働ける会社がないから」が「短時間ノミート」で





















































































































































































































































































































る場合，疲れているのは同じなのだから男性がもっと家事を行っても L 、 L 、はずなのにしない者
が多い，③構造的には確かに男性の長時間労働と女性の家事役割は裏表の関係にあるが，この
構造を打ち崩していくのは，現実には男性の働き方を変えるような男性自身の行動であって，















































































































































































































































































































ジネスガイド~ 96年 7 月号で，この判決文は同一(価値)労働同一賃金の原則とし寸法規範が












































































































































6 章 ILO 家族的責任条約の意義















利用していけるだろう 056号条約に関しては，大脇・中島・中野[96J 7 章参照)。
b 家族的責任条約は女性だけを援助するものか一一156号条約はシングル単位
この点の理解として注意すべき点は，この156号条約(および165号勧告〕をもって「女性が





























































































優遇期間設定」策もある。育休のときの所得保障が通常「従前所得の 8 割J (96年から75%)
であるのに対し 1 か月は男性が育休を取ると「所得保障 9 割」というように優遇する「パパ
の月 J を設定するものである(女性を優遇する「ママの月 J もある)。日本の育休制度は，所得
保障が25% (失業手当扱L うとまったく不十分であるが，これを通常 8 割保障，男女とも 2 カ
月は 9 割保障程度にすべきであろう。あるいは，両親のうち，一方の性だけなら最長 1 年間で
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